DJ-DPS70 シリ ー ズ 設定 項目 の 追加 


お 客 様 に 、 よ り 一 層 DJ-DPS70 シリ ー ズ を 便利 に お 使い いた だ く た め に 下記 の 新 機能 を 追加 
いた し まし た 。 以 下 の 操 作 を する と 対応 機 か どう か が 分 か り ま す 。 旧 仕 様 の DJ-DPS70 を プロ 
グラ ム 更 新 さ れる 可能 性 も ある た め 、 製 造 番号 な ど で 判 別 す る より 早く 、 科 単 で 確実 で す 。 

・ キ ー ロ ッ ク ( 鍵 の アイ コン が 表示 中 ) し て あれ ば 、「 戻 る 」 キー を 長押 し し て 解除 する 。 

・ 電 源 を 切り 、PTT キー の 下 に ある 「 短 縮 キ 一 」 を 押し た まま で 電源 を 入れ な お す 。 

・ 画 面 に 「ACSH モー ド 」 と 表示 され た ら 短 縮 キ ー を 放し て 、 電 源 を 切る 。 

ACSH 表示 が 出 た ら 最 新 の 状態 で す 。 


この 機能 追加 は 不具 合 の 修正 で は あり ませ ん 。 未 対応 の DJ-DPS70 で これ ら の 追加 機能 を お 
使い に な り た いと き は 、 運 賃 の み 往 復 実費 を ご 負担 いた だ け ば 無償 で 無線 機内 の プロ グラ ム を 
更新 いた し ます 。 ご 依頼 方 法 は 本 書 の 未 尾 を ご 覧 くだ さい 。 

幣 社 電子 事業 部 HP か ら ダ ウン ロー ド で きる 編集 ソフ ト Clone Utility も 新しい バー ジョ ン を 
ご 用 意 し て いま す 。 ソ フト の バー ジョ ン に 関係 な く 読み 出し ・ 書 き 込 み し て も 故障 は し ませ ん 
が 、 新 ソフ ト で 新しい 機能 設定 を し て も 、 対 応 し な い 個体 に は 反映 され ませ ん 。 逆 に 更新 後 の 
個体 で も 、 ト で は 新 機能 設定 は で きま せん (共通 の 項目 の み 編集 で きま す )。 新 しい 編集 
フト を イン スト ー ル する 前 に 、 旧 バー ジョ ン を ウイ ンド ウズ OS か ら 削 除 し て くだ さい 。 


2 
セッ トモ ー ド 「 通 知 / 警 告 設定 」 の 最後 に 追加 


ユー ザー コー ド や 通信 モー ド が 一 致 せ ず 受 信 音 声 は 出 て いな く て も 、 そ の チャ ン ネ ル で 強い 
電波 (キャ リア セン ス が か か る 強 さ ) を 受信 し て いる 時 に 、 ビ ー プ 音 で お 知ら せ す る 機能 で す 。 
別 の ユー ザー グル ー プ が 同じ チャ ン ネ ル で 通話 し て いる こと が 分 か りや すく な り ま す 。 ビ ー プ 
が 鳴っ て いる と き は キャ リア セン ス が 働い て いる 可能 性 が 高く 、PTT を 押し て も 送信 で き な い 
こと が あり ます 。 スピ ー カ ー か ら 音 が 出る 信号 を 受信 し て いる と き は 、 ビジ ー ア ラー ム は 鳴り ま 
せん 。 音 量 は セッ トモ ー ド 「 操 作 音 設定 」 の 「 ビ ー プ 音量 」 で 、 他 の ビー プ 音 と 同 し レレ ベル に 設 
定 で きま す 。 ビ ー プ 音量 が 「 オ フ 」 設 定 の 時 は ビジ ー ア ラー ム も 鳴り ませ ん 。 


@ ビ ジー アラ ー ム 


オフ / 1 秒 ご と ~ 30 秒 ご と / 入 感 時 と 消 感 時 


・ 秒 数 設定 は 、 そ の 間隔 ご と に 受信 信号 の 有無 を 確認 し 、 強 い 電 流 が あれ ば ビー プ 音 が 鳴り ます 。 


入 感 し て いる 間 

・「 入 感 時 と 消 感 時 」 
一 度 だ け 
ん 。 


ビジ ー ア ラー ム が し 


は 設定 秒 数 ご と に 
は 、 強 い 電 波 の 入 感 時 ! 
鳴り ます 。 入 感 時 間 の 


ば し ば 鳴っ て 送信 し 


に 移る こと を お 勧め し ます 。 


骨 


受信 し た 信号 の 強度 


LE 二 1 


と 同じ ヒレ ベル に 設 


る エン ド ヒ ピー 


オフ / 低 音 レベ ル 1/ 高 音 


た 
0 


既に 使用 し て いる 和 無 
る 機能 で 、 キ ー 操 
必要 が あり ます 。 


島 っ て お 知ら せ 
選択 する と 動作 し ます 。 


作 【 


送信 元 


し ます 。 


音量 


ヨル ーー 
ip:4 


と 下る 


長短 


レベ ル 1/ 低 音 


何 度 で も ! 


こく い 状 態 が 続く と き は 、 別 の 空 


島 り ます 。 
に ピ ポ † 、 消 
こ か か わら ず 、 秒 数 設 


感 時 や 弱まっ た 
定 の 様 に 複数 


ロ 


国際 2 ド ビ 固 過 
セッ トモ ー ド 「 操 作 音 設定 」 の 「 エ ンド ピー」 項 目 の 最後 に 追加 


通話 終わ り を 知ら せる 「 エ ンド ピー 機能 」 


の 進化 形 で す 。 相 手 が 送 信 
こ 応じ て 、 強 い 時 は 「 ピ ッ 」、 通話 が で きる レベ ル な ら 「 ピ ヒビ 


安定 に な り そ う な と き は 「 ピ ビビ ピピッ]」、 信 号 が 途 


を 終わ っ た 時 


ビ ? 、 


いわ 


レベ ル 9?/ 高 


ば 「 耳 で 
は セッ トモ ー ド 「 操 


定 で きま す 。 ビ ー プ 音 基 が 「 オ フ 」 


で 切れ た か 、 盟 く て 通話 が 困 
義 ル アン デマ ー グ | で か) 
作 音 設定 


正 」 
設定 の 時 は エン ド ピ ビビ ピ も 鳴り ませ ん 。 


| 記 ジ ド ビ ゼ 」 


音 レベ ル 2/ 低 音 レベ ル 8/ 高 


ACSH モー ド 


線 機 の チャ ン ネ ル と ユー ザー コー ド を 探知 し て DJ-DPS70 【 


こ な る 親 機 は 、 下 記 の 条件 を 満た す デ ジタル 簡易 無線 登録 局 


こ 同 じ 設 定 


の 「 ビ ー プ 音量 」 で 、 他 の ビー プ 


時 に ポ ピ ) と それ ぞ れ 
鳴る こと は あり ませ 


ほぼ い て いる チャ ン ネ ル 


に 、 最後 に 
ッ 」、 通 話 が 不 
難 な レ ベル な ら 


を 


マ 4 
目 


音 レ ベル 3/ エ ンド ピピ 


を す 
E を 省略 で きま す 。 子 機 (設定 され る 側 ) が ACSH 対応 し て いる 


SR 


AMBE コー デック 機 で や れ ば 、 メ ー カ ー や 機種 を 問わ ず 使 えま す 。 


[ACSH が で き な い 状態 、 


条件 ] 


・ 秘 話 設定 : 秘話 通信 の 


・CH15 : 
・ 上 空 
・ 個 別 


呼び 


出し モー ド 


性 質 ( 


呼び 出し チャ ン ネ ル で 、 
1] 38 の チャ ン ネ ル : 


< 配慮 し て 、 秘 話 設 定 ( 
通話 に は 


RE 
Iー 


よ ACSH し な い 仕様 で す 。 
えま せん 。 他 の チャ ン ネ ル を 選ん で くだ さい 。 


本 機 で は 受信 専 


ミル 


・ 


E 元 の 無 


線 機 が 個 


軸 


] で す 。 838 の 親 機 は ACSH で きま せん 。 


呼び出し モー ド の と き は ACSH で きま せん 。 


の 


[重要 : ACSH 操作 の 前 
・ 鍵 の アイ コン が 表示 され キー ロッ ク され て いる 子 機 は 、 ACSH する 前 に 「 戻 る 」 キー を 
し て 解除 し て お いて くだ さい 。 


に お 読み くだ さい ] 


ロッ ク 


れ ま せん 。 チ ャ ン ネ ル 番 号 や ユー ザー コ 
ト し て お く 必 要 は あり ませ ん 。) 


・ACSH 操作 は 外来 電波 に よ 
源 を 切ら な いで くだ さい 。 机 の 上 に 
信 側 の 子 機 の アン テ ナ は 不要 で す 。 ア ン テ ナ を つなぐ ヨ 
分 経つ と 誤 設定 を 防ぐ た め 自 動 的 に 


・ACSH モー ド は 1 


する 時 は 複数 


・ACSH は 完了 時 、 
作 を する と きも 「 戻 る 」 


使用 


は キー 操作 が 無 


Se 


を する と ど と キー ロッ ク で きま す 。 


・ACSH が 完了 する まで 最 
し て くだ さい 。 
・ 親 機 を 30 秒 程度 連 
か 、 イ ヤ ホ ンマ イク に 
・ リ セッ ト す る と ACSH で 


確認 


長 で 30 秒 程 度 か か り ま す 。 


ド は 子 機 ご と に 


効 に な り 、 


る 誤 作動 を 防ぐ た め 、 近 距離 で 行っ て くだ さい 。 自動 設 


「ACSH モー ド 」 
ば ら ば ら で も 構い ませ ん 。 


長 } 
は 表 
(リセ ッ 


1 し 


N 


i は 電 


ーー 
EX 人 


Jlml 


ACSH モー ド の 操作 
※ キー ロッ ク が 解除 され て いる こと を 確か め た うえ で 操作 し て くだ さい 。 


① 
画面 に 
② 


と 音声 で お 知ら せ し て 、 


⑨ 準 


の 子 機 の ACSH が 終わ る まで 送信 状態 に 
と お 知ら せ し た 後 、 キ ー ロ ッ ク 状 態 に 


ACSH 


「 ア クシ ュ モ ー ド で す 、 設 


備 が で きた ら 設 定 元 と な る トラ ン シ 


三 員 ラ 


電流 を 探 


ノミ 


源 が 切れ ます 。 電 波 を 探知 


は 、 親 ・ 
じ て 


り 空 ッ 


1 半 ae 
な り ま す 。 


自動 で キー ロッ ク し ます 。 
長押 し し て キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 


[前 に バッ テリ ー パ ッ ク の 充 


続 送 信 す る の で セッ トモ ー ド で 予め PTT ホー ルド 機能 を オン に 
付い て いれ ば PTT ロッ ク を 使う と 楽に 作業 が で きま す 。 


邊 動 設定 し た 内 容 も 全て 消去 され ます 。 


こ 並 べ て その すぐ 前 か ら 送 信 す る 程度 の 近 距 離 で や も れ ば 
本人 
電源 が 切れ ます 。 多数 の 子 機 を ACSH 
に 分 けた り 、 複 数 の 人 で 作業 し た りす る な どの 手順 が 必要 に な り ま す 。 まず 1 
台 で 正しく 完了 する こと を 確か め て か ら 、 多 数 の 子 機 を 操 
の 誤操作 を 防ぐ た め 


作 す る こと を お 勧め し ます 。 
後 か ら 手 動 で キー 操 
も う 一 度 同じ 操作 


残 量 を 


PTT キー の 下 に ある 短縮 キー を 押し な が ら 子 機 の 電源 を 入れ て くだ さい 。 
「ACSH モー ド 」 と 表示 され た ら 短 縮 キ ー を 放し て くだ さい 。 
E 元 の トラ ン シ ー バ ー を 送信 し て くだ さい ^」 
し 始め ます 。ACSH し た い 子 機 全 て に 
5 信 し ま お 


同じ 操作 を し ます 。 


E 常 に 終了 する と 『E 


設定 で き な か っ た と き は 「ACSH の 設定 が で きま せん で し た 」 
に 電源 が 切れ る と ACSH を 
子 い ずれ も 電源 を 入れ な お す と AOCSH 設定 前 の 
守 度 ① か ら 操 作 し て くだ さい 。 


状態 で 正常 に 


ト 操作 は 不要 で す 。 


と お 知ら せ し た 後に 
止 し ます 。ACSH で き な か っ た 


起動 する の で 、 必 要 に 


3 る く 


話す 必要 は あり ませ ん が 、 全 て 
動 設 定 が 完了 し まし た 。」 


員 六 


能 人 に ド 

イヤ ホン マイ ク を 装着 時 に 、 簡 単 な 動 作 で 受信 音量 を 小さ くす る 機能 で す 。 従 来 の 「 ミ ュー ト 」 
機能 や ボリ ュー ム で 小さ くす る より 素早 く 操作 で き 、 セ ッ ト し た 時 間 が 過ぎ る と 自動 で 元 の 音 
量 に 戻る の で 、 戻 し 忘れ が 無く な り ま す 。 

【 ご 注意 】 
内 喉 マ イク や 他社 製 イ ヤ ホ ンマ イク な ど 、 対 応 し な い ア クセ サリ ー も ご ざい ます 。 上 弊 社 製 で も 
スピ ー カ ー マ イ ク で は [タッ チ ] と [ボイス ] は 動作 し ませ ん 。DJ-DPS70 本 体 の マイ ク も 接客 モー 
ド に 対応 し ませ ん 。 動 作 中 は DJ-DPS870 の イン ジ ケ ー タ ー が 水色 に 点灯 し ます 。 


詞 


人 @ 接 答 モー ド 
セッ トモ ー ド 「 各 得 


レッ 


0 
mm 


動作 設定 」 の 最後 に 下記 の 5 項目 が 追加 され て いま す 。 


[接客 モー ド ] 
どの モー ド を 使う か 選択 し ます 。 初期 値 は オフ (使わ な い ) で す 。 


オフ / ハン ド / タッ チ / ボイス 


・ ハ ンド : イヤ ホン マイ ク の PTT キー を 短く 押す と 受信 音量 が 小さ く な り ま す 。 設 定時 間 を 超 
える か 、 も う 一 度 PTT キー を 短く 押す と 解除 され ます 。 

・ タ ッ チ : イヤ ホン マイ ク を 軽く た た く と 受信 音量 が 小さ く な り ま す 。 設 定時 間 を 超え る か 、 
も う 一 度 マ イク を た た く と 解除 され ます 。 

・ ボ イス : ・ 送 信 し て いな いと き 、 イ ヤ ホ ンマ イク に 自分 の 声 が 入っ て いる 間 は 受信 音量 が 小 
さく な り 、 声 が な く な る と 元 の 音量 に 戻り ます 。 


いずれ の モー ド も 送信 する と き は PTT キー を 操作 し ます 。YVOX また は PTT ホー ルド 機能 を 使う 
設定 で は 、 接 客 モ キー ド は 動作 し ませ ん 。 


[接客 ボイス 感度 ] 

接客 モー ド の ボイス で 、 受 信 音 基 を 小さ くさ せる と き の 声 の 大 き さ を 設定 し ます 。 

数 値 が 大 きい ほど 小さ な 声 に も 反応 し ます 。 初期 値 は 4 で す 。 環 境 音 が 大 きい 場所 で は 数 値 を 
小さ く 設 定 し て お 試し くだ さい 。 こ の 調整 を し て も 凡 音 に 反応 し て 誤動作 する よう な 場所 で は 
ボイス モー ド は お 使い に な れ ま せん 。 


オフ / 1 (大 声 で 動作 ) /2737475/6/7 (小声 で 動作 ) 


[接客 タッ チ 感 度 ] 
接客 モー ド 
軽く 叩く だ 


低い / 標準 / 


高い 


[接客 復帰 時 間 ] 


接客 モー ド の ハン ド と タッ チ で 受信 音量 


2』 『 ニ 4 
EX 


15 秒 で す 。 


* の タッ チ で 、 受 信 音 量 
け で 反応 し ます 。 初期 値 は 標 


E し た 時 間 が 経過 する と 自 


人 で す 。 


5 秒 刀 0 秒 /15 秒 /80 秒 /60 秒 


[接客 ボイス 保持 ] 
接客 モー ド 
初期 値 は 3 秒 で す 。 


ド の ボイス で 自分 の 話し 声 が 無 


1 秒 /2 秒 /8 秒 /4 秒 /5 秒 


く な っ た 後 、 


を 小さ くさ せる と き の タ ッ チ の 強 さ を 設定 


を 小さ くし た と き の 継 続 時 間 を 設定 


動 で 元 の 音量 に 戻り ます 。 


し ます 。「 高 い 」 は 


定 し ます 。 初期 値 は 


何 秒 後 に 元 の 


マテ 


Il 
| 
Y 


トー 戻る か を 選択 じ 水 9 
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機能 追加 前 の DJ-DPS70 で も 、 プ ログ ラム を 更新 する と これ ら の 機能 が お 使い いた だ け 
る よう に な り ま す 。 不具 合 の 修正 で は 無い た め 、 希 望 さ れる 方 の み に 無 償 で 更新 サー ビス 


を ご 提供 


復路 は 佐 / 


PRO」 仕様 (エア クロ ー ン 機能 の 追加 ) も 自動 的 に 含ま れ ま す 。 


うこ と は で きま せん 。 


し | 


重 


要 : ご 依頼 前 


に 必ず お 読み くだ さい 』】 


・PTT キー の 下 に ある 「 短 縮 キ ー」 を 押し た まま で 電源 を 入れ 、 


表示 され な いこ 


と を 必ず 確認 


和 れ 


無線 機 管 理 ( 


こ 配 慮 し て 、 


『 新 」 と 事 


前 に ご 連絡 を 
・5 台 以上 まとめ て 送ら れる と き は 事前 


ほか な いと き 


ふし て か ら ご 依頼 くだ さい 。 
通常 の 修理 点検 を ご 依頼 時 に 「 
は 、 変 更 は 致し ませ ん 。 
に 下記 の サー ビス セン ター 


し ます 。 但 し 弊社 大 阪 サ ービス セン ター の 往復 運賃 (往路 は 任意 の 宅配 元払い 、 
急便 の 着払 い ) は お 客 様 に ご 負担 いた だ きま す 。 この 更新 は 、 前 回 の 「DCR- 


今 折 


の 機能 追加 だ け を 行 


画面 に 「ACSH モー ド 」 が 


最 親 プ ログ ラム に 


に 納期 を ご 相談 くだ さ 


・ 更 新 後 、 サ ービス セン ター で は 簡単 な 動作 テス ト し か 行い ませ ん 。 測定 器 を 通し て 性 能 を 
認 す る こと は せ ず 、 更 新 が 反映 され て いる 事 と 、 最 低 限 の 送受 信 が で きる 事 の み 点 検 し 


ます 。 送 受信 で き な い な ど 明 確 な 故障 が あれ ば ご 
(無償 : 保証 書 の 提示 が 必要 ) また は 有償 の 点検 修理 扱い ( 


た だ くも の ] 


。 不 具合 の ある 製品 
② 以下 を 記入 し た メモ : 


・ 更 新 に 関す る 印刷 し た 取扱 説明 書 、 更 新 し た こと が 分 


「 最 新 の プロ グラ ム 更 新 希 望 」、 ご 返却 先 の 住所 、 


か る 銘板 、 


り い 
① 全 介 PO ho 
バッ テリ ー パ バッ ク 、 ア ン テ ナ 、 ベ ルト クリ ッ プ な どの 付 
は 通常 の 修理 , 


点検 を 承っ た うえ で 更 


10-17 時 頃 に つなが る 電話 番号 、 佐 川 急 便 の 宅配 が 受 


サー ビス セン ター と 事前 打ち 合わ せ 


を され た 場合 を 除い て 指定 不可 ) 


※ 「 プ ログ ラム 更新 希望 」 の 旨 を 必ず 明記 願い ます 。 


何 も 書 か れ て いな いと 一 般 の 点検 依頼 扱い 【 
不審 な 点 が 無い か ぎり 、 こ ちら か ら お 客 様 に ご 連絡 する こと は あり ませ ん 。 


ナ 取り や すい 時 間 壮 また は 曜日 (日 


連絡 し ます 。 そ れ 以 上 の サー ビス は 保証 
こ な り ます 。 
ラベ ル は あり ませ ん 。 


品 は 一 切 お 送り に な ら な いで くだ 
目 


回 
ご 


こ な り 、 プ ログ ラム 更新 せ ず に 


ご 返 替 し ます 。 


事情 に か か わ 


ら ず 、 有 償 点 検 の 場合 は 既定 の 技術 料 を ご 請求 し ます の で 、 十 分 ご 注意 くだ さい 。 


※ 保証 書 
ご 連絡 する こと が あり ます 。 


[送り 先 ] 
〒541-0043 大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 
淀屋橋 ダイ ビル 18F 
アル イン = 電子 サー ビス セン ター 
谷 : 0120-464-007 
(お 問い 合わ せ : 平日 10 て 12, 13 て 17 時 、 


【 


は 不要 で す 。 不 具合 が 有 っ た 時 だ ( 


高 肪 橋 (こう らい ば し ) 4 一 4 一 9 


「DPS70 ACSH 更 新 係 」 宛 て 


お 和 盆 と 年 末年 始 は 休業 致し ます 。) 


ナ 、 有 効 な 保証 書 を お 持ち か どう か 、 


こち ら か ら 


以上 


